
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１，第２の情報信号をそれぞれ記録する第１，第２の領域と、前記第１，第２の領域
内のアドレスを示す管理情報を記録する管理領域とを設けた情報信号記録媒体を回転させ
る手段と、
　第１ の転送レートで入力した前記第１ の情報信号を一時的に記憶す ッ
ファメモリと、
　前記情報信号記録媒体 移動自在に設けられ 記バッファメモリから時分割し
て読み出した前記第１，第２の情報信号を前記第１，第２の転送レートより速 送レー
トで前記情報信号記録媒体上の前記第１，第２の領域に時分割で記録する一つのヘッドと
を少なくとも備え、
　前記一つのヘッドによる前記第１，第２の情報信号への転送レートと、前 ッファメ
モリに入力した前記第１，第２の情報信号の転送レートとの差を前 ッファメモリで吸
収するように構成した情報信号記録再生装置であって、
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，第２ ，第２ るバ

に対して 、前
い転

記バ
記バ

前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する第１，第２の情報信号の転送レート…Ｒ
ｐ、

前記第１の情報信号を前記バッファメモリに入力する前記選択された転送レート…Ｒａ
、

前記第２の情報信号を前記バッファメモリに入力する前記選択された転送レート…Ｒｂ
、



　

　

　前 ッドで前記情報信号記録媒体上の前記管理領域に記録した前記アドレスを再生し
て、前記第１，第２の情報信号をそれぞれ記録する前記第１，第２の領域内の各空き領域
を検索し、

状態で前記第１，第２の情報信号を前記第１，第２の領域内の各空き
領域に記録可能か否かを判断する判断手段を備えたことを特徴とする情報信号記録再生装
置。
【請求項２】
　

　

情報信号記録再生
　 ヘッド 第１，第２の情報信号の転送レート…Ｒ
ｐ、
　前記第１の情報信号 転送レー Ｒａ
、
　前記第２の情報信号 転送レー Ｒｂ
、
　前 ッドが前記情報信号記録媒体上 １の か ２の に移動に要す 間
…Ｔａｂ、
　前 ッドが前記情報信号記録媒体上 ２の か １の に移動に要す 間
…Ｔｂａ　とした時に、
　前 ッドで前記情報信号記録媒体上の前記管理領域に記録した前記アドレスを再生し
て、前記第１，第２の情報信号をそれぞれ記録する前記第１，第２の領域内の各空き領域
を検索し

（Ｙａ＋Ｙｂ）≧Ｒｐ×（Ｒａ＋Ｒｂ）×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）

の関係式を満たした状態で前記第１，第２の情報信号を前記第１，第２の領域内の各空き
領域に記録可能か否か 断する ことを特徴とする情報信号記録再
生
【請求項３】
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前記ヘッドが前記情報信号記録媒体上の第１の位置から第２の位置に移動に要する時間
…Ｔａｂ、

前記ヘッドが前記情報信号記録媒体上の第２の位置から第１の位置に移動に要する時間
…Ｔｂａ　とした時に、

記ヘ

前記第１の情報信号を前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する情報単位
量…Ｙａと、前記第２の情報信号を前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する情報単
位量…Ｙｂが、
（Ｙａ＋Ｙｂ）≧Ｒｐ×（Ｒａ＋Ｒｂ）×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
Ｙａ≧Ｒｐ×Ｒａ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
Ｙｂ≧Ｒｐ×Ｒｂ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
の関係式を満たした

情報信号記録媒体として、第１，第２の情報信号をそれぞれ記録する第１，第２の領域
と、前記第１，第２の領域内のアドレスを示す管理情報を記録する管理領域とを設けた情
報信号記録媒体を適用し、

第１、第２の転送レートで入力した前記第１、第２の情報信号を一時的に記憶するバッ
ファメモリと、前記情報信号記録媒体に対して移動自在に設けられ、前記バッファメモリ
から時分割して読み出した前記第１，第２の情報信号を前記第１，第２の転送レートより
速い転送レートで前記情報信号記録媒体上の前記第１，第２の領域に時分割で記録する一
つのヘッドを少なくとも用い、前記一つのヘッドによる前記第１，第２の情報信号への転
送レートと、前記バッファメモリに入力した前記第１，第２の情報信号の転送レートとの
差を前記バッファメモリで吸収するようにした 方法であって、

前記 に前記バッファメモリから転送する

を前記バッファメモリに入力する前記選択された ト…

を前記バッファメモリに入力する前記選択された ト…

記ヘ の第 位置 ら第 位置 る時

記ヘ の第 位置 ら第 位置 る時

記ヘ

、前記第１の情報信号を前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する情報単位
量…Ｙａと、前記第２の情報信号を前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する情報単
位量…Ｙｂが、

Ｙａ≧Ｒｐ×Ｒａ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
Ｙｂ≧Ｒｐ×Ｒｂ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）

を判 判断ステップを有する
方法。

第１，第２の情報信号のうちいずれか一方の情報信号を予め記録した第１の領域と、他
方の情報信号を記録する第２の領域と、前記第１，第２の領域内のアドレスを示す管理情



　

　

　

情報信号記録再生装置
　前 ッドによ る第１，第２の情報信 転
送レート…Ｒｐ、
　前記第１ の情報信号の

転送レー Ｒａ、
　前記 第２の情報信号の
転送レー Ｒｂ、
　

　
前記一つのヘッド 前記情報信号記録媒体上の前記管理領域

アドレスを再生して、前記 情報信号 録する前 ２の領域内 き領
域を検索し、

（Ｙａ＋Ｙｂ）≧ ／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）

状態で前 ２の情報信号を前 ２の領域内 き領域に記録可能
か否か 断する ことを特徴とする情報信号記録再生装置。
【請求項４】
　 第１，第２の情報信号のうちいずれか一方の情報信号を予め
記録した第１の領域と、他方の情報信号を記録する第２の領域と、前記第１，第２の領域
内のアドレスを示す管理情報を記録する管理領域とを設けた情報信号記録媒体を
　前記情報信号記録媒体から再生した一方の情報信号を一時的に記憶して、第１の転送レ
ートで出力する 第２の転送レートで入力した前記他方の情報信号を一時的に記憶
す ッファメモリと、前記情報信号記録媒体 移動自在に設けられ 記情報信
号記録媒体から再生した一方の情報信号を前記第１，第２の転送レートより速 送レー
トで前 ッファメモリに転送する動作と、前 ッファメモリに入力した他方の情報信
号を前 送レートで前記情報信号記録媒体に記録する動作とを時分割して行う一つのヘ
ッドとを少なくとも 前 ッドによる前記第１，第２の情報信号への転送レートと

記バッファメモリから入出力する前記第１，第２の情報信号の転送レートとの差を前
記バッファメモリで吸収するよう た情報信号記録再生 であって、
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報を記録する管理領域とを設けた情報信号記録媒体を回転する手段と、
前記情報信号記録媒体から再生した一方の情報信号を一時的に記憶して、第１の転送レ

ートで出力すると共に、第２の転送レートで入力した前記他方の情報信号を一時的に記憶
するバッファメモリと、

前記情報信号記録媒体に対して移動自在に設けられ、前記情報信号記録媒体から再生し
た一方の情報信号を前記第１，第２の転送レートより速い転送レートで前記バッファメモ
リに転送する動作と、前記バッファメモリに入力した他方の情報信号を前記転送レートで
前記情報信号記録媒体に記録する動作とを時分割して行う一つのヘッドとを少なくとも備
え、

前記ヘッドによる前記第１，第２の情報信号への転送レートと、前記バッファメモリか
ら入出力する前記第１，第２の情報信号の転送レートとの差を前記バッファメモリで吸収
するように構成した であって、

記ヘ り前記バッファメモリに対して入出力され 号の

，第２ 記録する方の情報信号を前記バッファメモリに入力する前
記選択された ト…

第１， 再生する方の情報信号を前記バッファメモリから出力する
ト…

前記ヘッドが前記情報信号記録媒体上の第１の位置から第２の位置に移動に要する時間
…Ｔａｂ、

前記ヘッドが前記情報信号記録媒体上の第２の位置から第１の位置に移動に要する時間
…Ｔｂａとした時に、 で に記録
した前記 他方の を記 記第 の空

前記記録する方の情報信号を前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する
情報単位量…Ｙａと、前記再生する方の情報信号を前記ヘッドから前記バッファメモリに
転送する情報単位量…Ｙｂが、

Ｒｐ×（Ｒａ＋Ｒｂ）×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）
Ｙａ≧Ｒｐ×Ｒａ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
Ｙｂ≧Ｒｐ×Ｒｂ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
の関係式を満たした 記第 記第 の空

を判 判断手段を備えた

情報信号記録媒体として、

適用し、

と共に、
るバ に対して 、前

い転
記バ 記バ
記転

用い、 記ヘ
、前

にし 方法
前記ヘッドにより前記バッファメモリに対して入出力される第１，第２の情報信号の転

送レート…Ｒｐ、
前記第１，第２の情報信号の記録する方の情報信号を前記バッファメモリに入力する前

記選択された転送レート…Ｒａ、
前記第１，第２の情報信号の再生する方の情報信号を前記バッファメモリから出力する

転送レート…Ｒｂ、



　

　

　前記一つのヘッドで前記情報信号記録媒体上の前記管理領域に記録した前記アドレスを
再生して、前記他方の情報信号を記録する前記第２の領域内の空き領域を検索し、

状態で前記第２の情報信号を前記第２の領域内の空き領域に記録可能
か否かを判断する判断 を ことを特徴とする情報信号記録再生
【請求項５】
　請求項 記載の情報信号記録再生装置において、

ことを特徴とする情報信号記録再生装置。
【請求項６】
　請求項 請求項４記載の情報信号記録再生 において、

ことを特徴とする情
報信号記録再生
【請求項７】
　請求項１ 記載の情報信号記録再生装置において、前記判断手段により判
断した前記空き領域の記録可能状態を表示する

を表示することを特徴と
する情報信号記録再生装置。
【請求項８】
　請求項 記載の情報信号記録再生 において、前記判断 によ
り判断した前記空き領域の記録可能状態を表示する際に、トータルの空き領域内の容量に
対する記録可能な空き領域内の容量の比率を計算して記録可能な効率を表示する

ことを特徴とする情報信号記録再生
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、２つの映画等の映像情報や２つの音楽等の音声情報などによる第１，第２の
情報信号を、第１，第２バッファメモリを介して一つのピックアップ（又はヘッド）によ
り時分割で光又は磁気など情報信号記録媒体に記録又は記録再生する情報信号記録再生装
置 に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、情報信号記録媒体として光ディスクを適用する光ディスク装置（例えばＤＶＤプレ
ーヤ）などでは、映画等の映像情報や音楽等の音声情報などの情報信号を圧縮して光ピッ
クアップにより光ディスクに記録し、再生時に光ディスクから光ピックアップにより読み
出した圧縮情報信号を伸長している。また、この種の圧縮伸長技術を適用した装置では、
例えば、４Ｍビット程度のバッファメモリを装置の内部に持っていて、光ディスクから読
み出した１０．０８Ｍｂｐｓの転送レートの信号を、この１０．０８Ｍｂｐｓより低い可
変転送レートの信号の転送レートに変換する際に転送レートの差をバッファメモリで吸収
している。
【０００３】
更に、特開平１０－９２１５８号公報には、複数のストーリーやシーンのデータを記録媒
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前記ヘッドが前記情報信号記録媒体上の第１の位置から第２の位置に移動に要する時間
…Ｔａｂ、

前記ヘッドが前記情報信号記録媒体上の第２の位置から第１の位置に移動に要する時間
…Ｔｂａ　とした時に、

前記記
録する方の情報信号を前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する情報単位量…Ｙａと
、前記再生する方の情報信号を前記ヘッドから前記バッファメモリに転送する情報単位量
…Ｙｂが、
（Ｙａ＋Ｙｂ）≧Ｒｐ×（Ｒａ＋Ｒｂ）×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
Ｙａ≧Ｒｐ×Ｒａ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
Ｙｂ≧Ｒｐ×Ｒｂ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
の関係式を満たした

ステップ 有する 方法。

１または請求項３ 前記判断手段により判
断した前記空き領域の記録可能状態を表示する

２または 方法 前記判断ステップによ
り判断した前記空き領域の記録可能状態を表示するステップを有する

方法。

または請求項３
際に、トータルの空き領域内の容量に対す

る記録可能な空き領域内の容量の比率を計算して記録可能な効率

２または請求項４ 方法 ステップ

ステップ
を有する 方法。

及び情報信号記録再生方法



体に記録する場合に、再生時の光ピックアップの物理的な移動距離が少なくて済み、再生
機のとぎれや乱れが生じるのを抑圧できるようにする技術的思想が開示されている。ここ
では、光学式ディスクに、例えば同時進行する同一イベントを複数のアングルから撮影し
たマルチアングルシーンを記録することも考えられており、このマルチアングルシーン等
の機能を実現するために光学式ディスク上の光ピックアップの位置を移動する間のデータ
を再生出来ない時間をバッファメモリで吸収している。この際、光学式ディスクから数種
類のアングル中に希望した１つのアングルを選択した際に、光学式ディスクに間欠的に記
録してある１つのアングルの信号を、光ピックアップをジャンプさせながら選択的に再生
し、この間の信号の連続性をバッファメモリにて吸収するに必要な、光ピックアップのシ
ーク時間と、バッファメモリ容量との関係が開示されている。
【０００４】
また、本出願人は、特開平６－１３９６９６号公報に、バッファメモリにて転送レートの
差を吸収し、１つのディスクから２つ以上の信号を記録再生する提案を行っている。即ち
、特開平６－１３９６９６号公報に開示された記録再生装置では、記録再生対象の記録信
号の情報量を圧縮して発生させた第１の転送レートを有するデジタルデータを、予め定め
られた変調方式に従って変調されているとともに前記した第１の転送レートよりも高い第
２の転送レートを有する記録再生用のデジタルデータに変換して記録媒体に書込む記録動
作と、記録媒体に記録されている記録再生用のデジタルデータを、第１の転送レートを有
するデジタルデータに復元した後に再生信号に変換して出力する再生動作とを、記録媒体
に記録するための情報信号と、記録媒体から再生された情報信号とが同時信号となるよう
に時分割的に行うものである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記特開平６－１３９６９６号公報に開示された記録再生装置では、一つのデ
ジタルオーディオ信号の圧縮比率が１／５の場合に適用して、遊び時間が無い状態で記録
再生動作を良好に行うことができるように構成されているが、近年、光ディスクなどの情
報信号記録媒体の高密度、大容量化、デジタル化に伴い２つの情報信号を情報信号記録媒
体の異なる領域に記録して、情報信号記録媒体上で一つの光ピックアップヘッドにより２
つの情報信号を時分割で交互に記録再生することが要求されており、本発明は上記の要求
を満たすために従来の技術に対して改良を図ったものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記課題に鑑みなされたものであり、

　 第１，第２の情報信号をそれぞれ記録する第１，第２の領域と、前記第１，第２
の領域内のアドレスを示す管理情報を記録する管理領域とを設けた情報信号記録媒体を回
転させる手段と、
　第１ の転送レートで入力した前記第１ の情報信号を一時的に記憶す ッ
ファメモリと、
　前記情報信号記録媒体 移動自在に設けられ 記バッファメモリから時分割し
て読み出した前記第１，第２の情報信号を前記第１，第２の転送レートより速 送レー
トで前記情報信号記録媒体上の前記第１，第２の領域に時分割で記録する一つのヘッドと
を少なくとも備え、
　前記一つのヘッドによる前記第１，第２の情報信号への転送レートと、前 ッファメ
モリに入力した前記第１，第２の情報信号の転送レートとの差を前 ッファメモリで吸
収するように構成した情報信号記録再生装置であって、
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以下の１）～８）に記載の手段によりな
るものである。

１）　

，第２ ，第２ るバ

に対して 、前
い転

記バ
記バ

前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する第１，第２の情報信号の転送レート…Ｒ
ｐ、

前記第１の情報信号を前記バッファメモリに入力する前記選択された転送レート…Ｒａ
、



　

　

　

　前 ッドで前記情報信号記録媒体上の前記管理領域に記録した前記アドレスを再生し
て、前記第１，第２の情報信号をそれぞれ記録する前記第１，第２の領域内の各空き領域
を検索し、

状態で前記第１，第２の情報信号を前記第１，第２の領域内の各空き
領域に記録可能か否かを判断する判断手段を備えたことを特徴とする情報信号記録再生装
置。
【０００７】

　

　

情報信号記録再生
　 ヘッド 第１，第２の情報信号の転送レート…Ｒ
ｐ、
　前記第１の情報信号 転送レー Ｒａ
、
　前記第２の情報信号 転送レー Ｒｂ
、
　前 ッドが前記情報信号記録媒体上 １の か ２の に移動に要す 間
…Ｔａｂ、
　前 ッドが前記情報信号記録媒体上 ２の か １の に移動に要す 間
…Ｔｂａ　とした時に、
　前 ッドで前記情報信号記録媒体上の前記管理領域に記録した前記アドレスを再生し
て、前記第１，第２の情報信号をそれぞれ記録する前記第１，第２の領域内の各空き領域
を検索し

（Ｙａ＋Ｙｂ）≧Ｒｐ×（Ｒａ＋Ｒｂ）×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）

の関係式を満たした状態で前記第１，第２の情報信号を前記第１，第２の領域内の各空き
領域に記録可能か否か 断する ことを特徴とする情報信号記録再
生
【０００８】
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前記第２の情報信号を前記バッファメモリに入力する前記選択された転送レート…Ｒｂ
、

前記ヘッドが前記情報信号記録媒体上の第１の位置から第２の位置に移動に要する時間
…Ｔａｂ、

前記ヘッドが前記情報信号記録媒体上の第２の位置から第１の位置に移動に要する時間
…Ｔｂａ　とした時に、

記ヘ

前記第１の情報信号を前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する情報単位
量…Ｙａと、前記第２の情報信号を前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する情報単
位量…Ｙｂが、
（Ｙａ＋Ｙｂ）≧Ｒｐ×（Ｒａ＋Ｒｂ）×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
Ｙａ≧Ｒｐ×Ｒａ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
Ｙｂ≧Ｒｐ×Ｒｂ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
の関係式を満たした

２） 情報信号記録媒体として、第１，第２の情報信号をそれぞれ記録する第１，第２の
領域と、前記第１，第２の領域内のアドレスを示す管理情報を記録する管理領域とを設け
た情報信号記録媒体を適用し、

第１、第２の転送レートで入力した前記第１、第２の情報信号を一時的に記憶するバッ
ファメモリと、前記情報信号記録媒体に対して移動自在に設けられ、前記バッファメモリ
から時分割して読み出した前記第１，第２の情報信号を前記第１，第２の転送レートより
速い転送レートで前記情報信号記録媒体上の前記第１，第２の領域に時分割で記録する一
つのヘッドを少なくとも用い、前記一つのヘッドによる前記第１，第２の情報信号への転
送レートと、前記バッファメモリに入力した前記第１，第２の情報信号の転送レートとの
差を前記バッファメモリで吸収するようにした 方法であって、

前記 に前記バッファメモリから転送する

を前記バッファメモリに入力する前記選択された ト…

を前記バッファメモリに入力する前記選択された ト…

記ヘ の第 位置 ら第 位置 る時

記ヘ の第 位置 ら第 位置 る時

記ヘ

、前記第１の情報信号を前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する情報単位
量…Ｙａと、前記第２の情報信号を前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する情報単
位量…Ｙｂが、

Ｙａ≧Ｒｐ×Ｒａ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
Ｙｂ≧Ｒｐ×Ｒｂ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）

を判 判断ステップを有する
方法。



　

　

　

　

情報信号記録再生装置
　前 ッドによ る第１，第２の情報信 転
送レート…Ｒｐ、
　前記第１ の情報信号の

転送レー Ｒａ、
　前記 第２の情報信号の
転送レー Ｒｂ、
　

　
前記一つのヘッド 前記情報信号記録媒体上の前記管理領域

アドレスを再生して、前記 情報信号 録する前 ２の領域内 き領
域を検索し、

（Ｙａ＋Ｙｂ）≧ ／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）

状態で前 ２の情報信号を前 ２の領域内 き領域に記録可能
か否か 断する ことを特徴とする情報信号記録再生装置。
【０００９】

　 第１，第２の情報信号のうちいずれか一方の情報信号を
予め記録した第１の領域と、他方の情報信号を記録する第２の領域と、前記第１，第２の
領域内のアドレスを示す管理情報を記録する管理領域とを設けた情報信号記録媒体を

　前記情報信号記録媒体から再生した一方の情報信号を一時的に記憶して、第１の転送レ
ートで出力する 第２の転送レートで入力した前記他方の情報信号を一時的に記憶
す ッファメモリと、前記情報信号記録媒体 移動自在に設けられ 記情報信
号記録媒体から再生した一方の情報信号を前記第１，第２の転送レートより速 送レー
トで前 ッファメモリに転送する動作と、前 ッファメモリに入力した他方の情報信
号を前 送レートで前記情報信号記録媒体に記録する動作とを時分割して行う一つのヘ
ッドとを少なくとも 前 ッドによる前記第１，第２の情報信号への転送レートと

記バッファメモリから入出力する前記第１，第２の情報信号の転送レートとの差を前
記バッファメモリで吸収するよう た情報信号記録再生 であって、
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３） 第１，第２の情報信号のうちいずれか一方の情報信号を予め記録した第１の領域と
、他方の情報信号を記録する第２の領域と、前記第１，第２の領域内のアドレスを示す管
理情報を記録する管理領域とを設けた情報信号記録媒体を回転する手段と、

前記情報信号記録媒体から再生した一方の情報信号を一時的に記憶して、第１の転送レ
ートで出力すると共に、第２の転送レートで入力した前記他方の情報信号を一時的に記憶
するバッファメモリと、

前記情報信号記録媒体に対して移動自在に設けられ、前記情報信号記録媒体から再生し
た一方の情報信号を前記第１，第２の転送レートより速い転送レートで前記バッファメモ
リに転送する動作と、前記バッファメモリに入力した他方の情報信号を前記転送レートで
前記情報信号記録媒体に記録する動作とを時分割して行う一つのヘッドとを少なくとも備
え、

前記ヘッドによる前記第１，第２の情報信号への転送レートと、前記バッファメモリか
ら入出力する前記第１，第２の情報信号の転送レートとの差を前記バッファメモリで吸収
するように構成した であって、

記ヘ り前記バッファメモリに対して入出力され 号の

，第２ 記録する方の情報信号を前記バッファメモリに入力する前
記選択された ト…

第１， 再生する方の情報信号を前記バッファメモリから出力する
ト…

前記ヘッドが前記情報信号記録媒体上の第１の位置から第２の位置に移動に要する時間
…Ｔａｂ、

前記ヘッドが前記情報信号記録媒体上の第２の位置から第１の位置に移動に要する時間
…Ｔｂａとした時に、 で に記録
した前記 他方の を記 記第 の空

前記記録する方の情報信号を前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する
情報単位量…Ｙａと、前記再生する方の情報信号を前記ヘッドから前記バッファメモリに
転送する情報単位量…Ｙｂが、

Ｒｐ×（Ｒａ＋Ｒｂ）×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）
Ｙａ≧Ｒｐ×Ｒａ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
Ｙｂ≧Ｒｐ×Ｒｂ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
の関係式を満たした 記第 記第 の空

を判 判断手段を備えた

４） 情報信号記録媒体として、

適用
し、

と共に、
るバ に対して 、前

い転
記バ 記バ
記転

用い、 記ヘ
、前

にし 方法
前記ヘッドにより前記バッファメモリに対して入出力される第１，第２の情報信号の転

送レート…Ｒｐ、
前記第１，第２の情報信号の記録する方の情報信号を前記バッファメモリに入力する前



　

　

　

　前記一つのヘッドで前記情報信号記録媒体上の前記管理領域に記録した前記アドレスを
再生して、前記他方の情報信号を記録する前記第２の領域内の空き領域を検索し、

状態で前記第２の情報信号を前記第２の領域内の空き領域に記録可能
か否かを判断する判断 を ことを特徴とする情報信号記録再生
【００１０】

　 の情報信号記録再生装置において、
ことを特徴とする情報信号記録再生装置。

【００１１】
　 情報信号記録再生 において、

ことを特徴とする情報
信号記録再生
【００１２】

　 に記載の情報信号記録再生装置において、前記判断手段により判断
した前記空き領域の記録可能状態を表示する

を表示することを特徴とす
る情報信号記録再生装置。
【００１３】

　 の情報信号記録再生 において、前記判断 により
判断した前記空き領域の記録可能状態を表示する際に、トータルの空き領域内の容量に対
する記録可能な空き領域内の容量の比率を計算して記録可能な効率を表示する

ことを特徴とする情報信号記録再生
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下に本発明に係る情報信号記録再生装置の一実施例を図１乃至図１１を参照して詳細に
説明する。
【００１５】
本発明に係る情報信号記録再生装置では、情報信号記録媒体として、ＤＶＤ－ＲＡＭ，Ｄ
ＶＤ－ＲＷ，ＤＶＤ＋ＲＷなどの光ディスクとか、ハードディスク，フロッピーディスク
などの磁気ディスクとかに適用できるものであるが、以下の実施例では情報信号記録媒体
として光ディスクを適用した場合について説明する。
【００１６】
図１は本発明に係る情報信号記録再生装置の全体構成を説明するためのブロック図である
。
【００１７】
図１に示した如く、本発明に係る情報信号記録再生装置（光ディスクプレーヤ）１０では
、スピンドルモータ１１の軸に取り付けたターンテーブル１２上に光ディスク（情報信号
記録媒体）１３が回転自在に設けられている。
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記選択された転送レート…Ｒａ、
前記第１，第２の情報信号の再生する方の情報信号を前記バッファメモリから出力する

転送レート…Ｒｂ、
前記ヘッドが前記情報信号記録媒体上の第１の位置から第２の位置に移動に要する時間

…Ｔａｂ、
前記ヘッドが前記情報信号記録媒体上の第２の位置から第１の位置に移動に要する時間

…Ｔｂａ　とした時に、

前記記
録する方の情報信号を前記ヘッドに前記バッファメモリから転送する情報単位量…Ｙａと
、前記再生する方の情報信号を前記ヘッドから前記バッファメモリに転送する情報単位量
…Ｙｂが、
（Ｙａ＋Ｙｂ）≧Ｒｐ×（Ｒａ＋Ｒｂ）×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
Ｙａ≧Ｒｐ×Ｒａ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
Ｙｂ≧Ｒｐ×Ｒｂ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）
の関係式を満たした

ステップ 有する 方法。

５） １）または３）に記載 前記判断手段により判断
した前記空き領域の記録可能状態を表示する

６） ２）または４）に記載の 方法 前記判断ステップにより
判断した前記空き領域の記録可能状態を表示するステップを有する

方法。

７） １）または３）
際に、トータルの空き領域内の容量に対する

記録可能な空き領域内の容量の比率を計算して記録可能な効率

８） ２）または４）に記載 方法 ステップ

ステップを
有する 方法。



【００１８】
また、光ディスク１３と対向して光学式のヘッド（以下、光ピックアップと記す）１４が
光ディスク１３の径方向に移動自在に設けられている。上記した光ピックアップ１４は、
内部の図示を省略するものの内部に設けた半導体レーザーを光源とし、コリメータレンズ
、対物レンズ等により光ディスク１３上にレーザースポットを照射する。この際、半導体
レーザーはレーザー駆動回路により駆動されるが、オーディオ信号とかビデオ信号などの
情報信号を記録する場合には入力した情報信号は波形補正回路により波形補正された後に
レーザー駆動回路へ入力される。
【００１９】
また、複数のキー２３の選択操作により記録又は記録再生開始の指令をシステムコントロ
ーラ２２が判断して信号処理回路１８、サーボ回路１７に指令し、光ピックピック１４か
ら読み出した信号はプリアンプ１６により、再生信号とサーボ信号とを生成し、光ピック
アップ１４はサーボ回路１７で前記サーボ信号を処理することにより、光ディスク１３上
のトラックに対してフォーカシング，トラッキングの信号を生成し、ドライバー回路１５
により光ピックアップ１４内のアクチュエータを駆動することにより光ピックアップ１４
の一巡のサーボ制御を行い、光ディスク１３上のコントロールデータに基づいて、光ディ
スク１３上の目的のトラックのセクターを再生するように光ピックアップ１４をフィード
モータにより光ディスク１３の径方向に移動している。
【００２０】
また、光ピックアップ１４から一つの訂正ブロックを最小の単位として読み出した再生信
号は、プリアンプ１６で再生信号をイコライザーで周波数特性を最適化し、ＰＬＬをかけ
、また、ＰＬＬのビットクロックと、データの時間軸の比較から生成したジッタ生成回路
を持っていて、このジッタ値をシステムコントローラ２２がＡ／Ｄ変換して測定しこの値
に従って記録時の波形補正回路を変更している。
【００２１】
また、信号処理回路１８にて、ディジタル信号に変換され、例えば同期検出を行い、光デ
ィスク１３上のＥＦＭ＋信号から、ＮＲＺＩデータにデコードされ、訂正ブロック単位で
エラー訂正処理を行い、セクターのアドレス信号と後述する第１，第２の情報信号を得て
いる。これら第１，第２の情報信号は、可変転送レートで圧縮された信号であるので、こ
れを、一時記憶手段となる６４ＭビットのＤＲＡＭを用いたトラック・バッファメモリ１
９に一つの訂正ブロックを最小の単位として一時的に記憶し、第１，第２の情報信号の可
変転送レートの時間軸の吸収を行っている。トラック・バッファメモリ１９から読み出さ
れた信号は、オーディオ・ビデオ／エンコーダ・デコーダ（以下、ＡＶ－ＥＮＤＥＣと記
す）２０内のデコーダにより、ＭＰＥＧ２に基づいて圧縮した第１，第２の情報信号から
オーディオ信号とビデオ信号とを伸長して分離し、これらオーディオ信号とビデオ信号と
をＮＴＳＣエンコーダ２４を介して音声と映像信号としてディスプレイ２５に出力してい
る。尚、２６，２７は第１，第２の情報信号をそれぞれ入力するための入力端子である。
【００２２】
このＡＶ－ＥＮＤＥＣ２０では、光ディスク１３上に書かれたコントロールデータにより
、後述する記録又は記録再生モードに対応して、伸長する速度が決定されこれに従って伸
長が行われると共に、バッファメモリ２１が接続されている。
【００２３】
また、プリアンプ１６のＰＬＬで生成した光ディスク１３の速度信号をサーボ回路１７に
送り、この速度信号により、光ディスク１３をＣＬＶでの回転制御を行っている。また、
スピンドルモータ１１のホール素子などの回転位置信号をサーボ回路１７へ帰還し、この
信号から生成した速度信号から、一定回転のＦＧ制御も持っている構成としている。この
ＬＳＩ間の全体の制御を、システムコントローラ２２が行っている。
【００２４】
また、記録したい画像の解像度や、カーレースなどのスピードの速いシーン等を取り分け
る場合や、記録時間優先で設定するために、キー入力や外部よりの制御データをシステム
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コントローラ２２内のマイコンが認識し、切り替え端子をもっていて、これにより記録時
間を変更可能とし、設定を外部のユーザーが選択出来るようになっている。
【００２５】
また、後述するように、ユーザーは光ディスク１３に記録してある映像信号等を再生する
ことや、映像信号を記録する他、現在記録中の映像信号をそのまま記録している状態で、
光ディスク１３上の異なる領域の映像信号等を再生することができるように構成されてい
る。また、現在再生中の映像信号をそのまま再生している状態で、光ディスク１３上の異
なる領域に映像信号等を記録することができるように構成されている。また、同様に、現
在記録中の映像信号をそのまま記録している状態で、光ディスク１３上の異なる領域に映
像信号等を記録することができるように構成されている。これにより、ユーザーはアフレ
コ記録や、裏番組記録等の機能を楽しむことができる。
【００２６】
　ここで、本発明に係る情報信号記録再生装置１０において、光ディスク１３上の第１，
第２の領域１３ａ，１３ｂと、トラック・バッファメモリ１９の第１，第２の領域１９ａ
，１９との間で一つの光ピックアップ１４により２つの映画等の映像情報や２つの音楽等
の音声情報などによる第１，第２の情報信号を時分割で記録又は記録再生する場合につい
て図２，図３を用いて説明する
【００２７】
図２は本発明に係る情報信号記録再生装置において、光ディスク上の第１，第２の領域と
、トラック・バッファメモリ内の第１，第２の領域との間で、第１，第２の情報信号を一
つの光ピックアップにより時分割で記録又は記録再生する状態を模式的に示した図である
。尚、図２中では説明をわかりやすくするためにプリアンプ，信号処理回路の図示を省略
している。
また、図３は光ディスク上で第１，第２の領域（データ領域）のアドレスと、管理領域の
アドレスとを示した図である。
【００２８】
図２に示した如く、光ディスク１３上の第１の領域１３ａは記録容量Ｙａを記録再生の最
小単位（例えば図３のアドレスＡ１領域）とする第１の情報信号Ａを記録するデータ領域
であり、第２の領域１３ｂは記録容量Ｙｂを記録再生の最小単位（例えば図３のアドレス
Ｂ１領域）とする第２の情報信号Ｂを記録するデータ領域であるものとする。この際、第
１の情報信号Ａと第２の情報信号Ｂとは、互いに関連のある情報である場合と、全く関連
のない情報である場合のいずれでも良い。
【００２９】
ここで、図３（Ａ）に示した如く、光ディスク１３上の第１の領域１３ａは、後述するシ
ーク時間が守れる範囲内で複数の領域に分離され且つ各領域ごとにアドレスＡ１，Ａ２，
Ａ３，…が付与されて第１の情報信号Ａをそれぞれ分割して記録できるようになっている
。同様に、図３（Ｂ）に示した如く、光ディスク１３上の第２の領域１３ｂも後述するシ
ーク時間が守れる範囲内で複数に分離され且つ各領域ごとにアドレスＢ１，Ｂ２，Ｂ３，
…が付与されて第２の情報信号Ｂをそれぞれ分割して記録できるようになっている。この
際、最初に記録又は再生する第１の領域１３ａ中で１番目のアドレス領域Ａ１と次に記録
又は再生する第２の領域１３ｂ中で１番目のアドレス領域Ｂ１との間は、光ピックアップ
１４が例えば１．５秒以内に移動できる範囲に設定されており、言い換えると、全体的に
は第１の情報信号Ａと次に記録又は再生する第２の情報信号Ｂとの間を移動する光ピック
アップ１４のシーク時間は最大で１．５秒以内である。
【００３０】
図２に戻り、光ディスク１３の内周部位には管理領域１３ｃが設けられており、この管理
領域１３ｃはアドレスＣ｛例えば図３（Ｃ）のアドレスＣ１，Ｃ２，……領域｝の領域と
して割り付けられており、第１，第２の領域１３ａ，１３ｂの各アドレス領域に第１，第
２の情報信号Ａ，Ｂが記録されていない場合には、空き領域としての開始アドレス，終了
アドレスが管理される一方、第１，第２の領域１３ａ，１３ｂの各アドレス領域に第１，
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第２の情報信号Ａ，Ｂが記録されている場合には、これら第１，第２の情報信号Ａ，Ｂに
付随する開始アドレス，終了アドレス，これらの情報信号の転送レート，タイトル情報、
著作権情報等を記録して管理されるようになっている。
【００３１】
また、トラック・バッファメモリ１９内の第１のバッファメモリ（以下、第１の領域と記
す）１９ａは第１の情報信号Ａを一時的に記憶する領域であり、トラック・バッファメモ
リ１９内の第２のバッファメモリ（以下、第２の領域と記す）１９ｂは第２の情報信号Ｂ
を一時的に記憶する領域であるものとする。
【００３２】
　また、一つの光ピックアップ１４は、第１の情報信号Ａと第２の情報信号Ｂとを光ディ
スク１３とトラック・バッファメモリ１９との間で時分割に転送するものであり、且つ、
光ピックアップ１４による第１，第２の情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲｐは一定に設定さ
れており、この一定の転送レートＲｐは例えば２５Ｍｂｐｓであるものとする。上記した
一つの光ピックアップ１４による第１，第２の情報信号Ａ， 転送レートＲｐは、後述
する第１，第２の情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲａ，Ｒｂよりも速い値に設定されている
。
【００３３】
また、トラック・バッファメモリ１９とＡＶ－ＥＮＤＥＣ２０との間で第１，第２の情報
信号Ａ，Ｂを転送するものであり、この時に第１の情報信号Ａの転送レートを転送レート
Ｒａとし、第２の情報信号Ｂの転送レートを転送レートＲｂとする。そして、本発明では
、後述するように第１の情報信号Ａと第２の情報信号Ｂとを連続して記録又は記録再生で
きることを特徴とするものである。
【００３４】
ここで、第１，第２の情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲａ，Ｒｂは、画質優先での選択が可
能であり、下記▲１▼～▲３▼に示す例えば、８Ｍｂｐｓ，４Ｍｂｐｓ，２Ｍｂｐｓのう
ちのいずれかの転送レートとする。
▲１▼．高画質用の転送レートで例えば８Ｍｂｐｓの記録時間２時間のモード、
▲２▼．やや高画質用の転送レートで例えば４Ｍｂｐｓの記録時間４時間のモード、
▲３▼．普通画質用の転送レートで例えば２Ｍｂｐｓの記録時間８時間のモード、
の３種類のモードを用意し、光ディスク１３への記録時にはユーザによるキー入力でモー
ドを指定することで第１，第２の情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲａ，Ｒｂが設定される一
方、光ディスク１３からの再生時には管理領域１３ｃに第１，第２の情報信号Ａ，Ｂに付
随して記録したコントロールデータから記録時の圧縮レートを読み出し、この値に従って
、第１，第２の情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲａ，Ｒｂが設定されるものとする。
【００３５】
また、図１に示したシステムコントローラ２２は、６４Ｍビットのトラック・バッファメ
モリ１９内の第１，第２の領域１９ａ，１９ｂを第１，第２情報信号Ａ，Ｂの転送レート
Ｒａ，Ｒｂの値（＝Ｒａ：Ｒｂ）に応じて分割設定すると共に、各領域１９ａ，１９ｂに
は記憶容量が空き状態を示すＥＭＰＴＹ値と記憶容量が満杯状態を示すＦＵＬＬ値とを第
１，第２の情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲａ，Ｒｂの値に応じて設定するものとする。そ
して、システムコントローラ２２は、トラック・バッファメモリ１９内の各領域１９ａ，
１９ｂのＥＭＰＴＹ値とＦＵＬＬ値との間の記憶残量を常に監視している。
【００３６】
尚、異なる実施形態としては、前記のように第１，第２情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲａ
，Ｒｂの値によってトラック・バッファメモリ１９内の第１，第２の領域１９ａ，１９ｂ
を分割するのではなく、記録モードまたは再生のモードによって分割する。例えば、２つ
の情報信号Ａ，Ｂ共に同じ転送レートであるとして、一方の情報信号Ａ（Ｂ）を再生し、
他方の情報信号Ｂ（Ａ）を記録する場合、再生信号は多少再生時に再生の連続性が損なわ
れても大きな問題にはならないが、記録信号は連続して記録できない場合には、致命的な
欠陥になるので、例えば記録の方をトラック・バッファメモリ１９内で領域を多く占有し
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ておく。この処理は、システムコントローラ２２が記録または再生の指示を入力した時点
で、前記同様に、トラック・バッファメモリ１９中にあるデータを確認し、再生または記
録中の途中データが無いことを確認した時点で行う。
【００３７】
上記した本発明に係る情報信号記録再生装置１０では、
▲１▼．第１，第２の転送レートＲａ，Ｒｂでそれぞれ入力してトラック・バッファメモ
リ１９の第１，第２の領域１９ａ，１９ｂに一時的に記憶した第１，第２の情報信号Ａ，
Ｂを、光ピックアップ１４により第１，第２の転送レートＲａ，Ｒｂより速い一定の転送
レートＲｐで光ディスク１３上の第１，第２の領域１３ａ，１３ｂに時分割で記録を行う
場合と、
▲２▼．第１，第２の転送レートＲａ，Ｒｂを有する第１，第２の情報信号Ａ，Ｂのうち
でいずれか一方の情報信号Ａ（Ｂ）を光ディスク１３上の一方の領域１３ａ（１３ｂ）か
ら光ピックアップ１４により時分割で再生して第１，第２の転送レートＲａ，Ｒｂより速
い一定の転送レートＲｐでトラック・バッファメモリ１９の一方の領域１９ａ，（１９ｂ
）に一時的に記憶させ、他方の情報信号Ｂ（Ａ）を一時的に記憶したトラック・バッファ
メモリ１９の他方の領域１９ｂ，（１９ａ）から光ピックアップ１４により一定の転送レ
ートＲｐで読み出して光ディスク１３上の他方の領域１３ｂ（１３ａ）に時分割で記録す
る場合とを特徴とするものである。この際、一つの光ピックアップ１４により第１，第２
情報信号Ａ，Ｂのいずれか一方のみを記録したり再生することも可能になっている。
【００３８】
さて、ここで、一つの光ピックアップ１４により２つの情報信号Ａ，Ｂを光ディスク１３
に時分割で記録したり、又は時分割で記録再生する時に、光ピックアップ１４を介して光
ディスク１３とトラック・バッファメモリ１９との間で時分割時の連続性を維持するため
の動作条件について説明する。
【００３９】
　光ピックアップ１４による第１，第２の情報信号Ａ，Ｂへの転送レート…Ｒｐ（Ｍｂｐ
ｓ）
　第１の情報信号Ａの転送レート…Ｒａ（Ｍｂｐｓ）
　第２の情報信号Ｂの転送レート…Ｒｂ（Ｍｂｐｓ）
　トラック・バッファメモリ１９の最小の記憶容量…Ｙｍ（Ｍｂｉｔ）
　光ディスク１３上の第１の領域１３ａに記録した第１の情報信号Ａの記録容量…Ｙａ（
Ｍｂｉｔ）
　光ディスク１３上の第２の領域１３ｂに記録した第２の情報信号Ｂの記録容量…Ｙｂ（
Ｍｂｉｔ）
　光ピックアップ１４が光ディスク１３上の第１の領域１３ａから第２の領域１３ｂに移
動に要するシーク時間…Ｔ （ｓ）
　光ピックアップ１４が光ディスク１３上の第２の領域１３ｂから第１の領域１３ａに移
動に要するシーク時間…Ｔｂａ（ｓ）
　とすると、この関係は本発明の要部となる後述の（９式）～（１１式）を満足する必要
がある。
【００４０】
　ここでのシーク時間Ｔ （Ｔｂａ）とは、光ディスク１３上の領域１３ａ（１３ｂ）
で情報信号Ａ（Ｂ）の記録終了位置又は再生終了位置で記録又は再生を中止し、次の領域
１３ｂ（１３ａ）まで光ピックアップ１４が移動する時間と、次の領域１３ｂ（１３ａ）
に移動した光ピックアップ１４がこの領域１３ｂ（１３ａ）中の目的のトラック上のアド
レスを確認して記録又は再生のための準備作業を終了し、次の情報信号Ｂ（Ａ）の記録又
は再生を開始するまでの時間とを合計した時間を示している。
【００４１】
また、２つの情報信号Ａ，Ｂを時分割で記録又は記録再生する際に、トラック・バッファ
メモリ１９の第１，第２の領域１９ａ，１９ｂに入出力する第１，第２の情報信号Ａ，Ｂ
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の転送レートＲａ，Ｒｂの和（＝Ｒａ＋Ｒｂ）は、光ディスク１３上の第１，第２の領域
１３ａ，１３ｂとトラック・バッファメモリ１９の第１，第２の領域１９ａ，１９ｂとの
間で第１，第２の情報信号Ａ，Ｂを時分割で転送する一つの光ピックアップ１４による転
送レートＲｐを越えてはならない。
【００４２】
上記した場合を式で表すと、
Ｒｐ＞Ｒａ＋Ｒｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（１式）
となる。
【００４３】
また、光ピックアップ１４が第１の情報信号Ａを記録又は再生する記録時間又再生時間Ｔ
ａ（ｓ）は、Ｔａ＝Ｙａ／Ｒｐ　　　　　　　　　　　…（２式）
であり、光ピックアップ１４が第２の情報信号Ｂを記録又は再生する記録時間又は再生時
間Ｔｂ（ｓ）は、Ｔｂ＝Ｙｂ／Ｒｐ　　　　　　　　　　…（３式）
である。
【００４４】
また、光ピックアップ１４による第１，第２の情報信号Ａ，Ｂへの転送レートＲｐと、こ
の転送レートＲｐから第１の情報信号Ａの転送レートＲａと第２の情報信号Ｂの転送レー
トＲｂとを引き算した差分値との比率は、
Ｒｐ／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）　　　　　　　　　　　　　　　　…（４式）
である。この際、Ｒｐは第１，第２の情報信号Ａ，Ｂを時分割で記録又は記録再生して次
に第１の情報信号Ａを記録又は再生するまでの１サイクル期間分に対応し、（Ｒｐ－Ｒａ
－Ｒｂ）はこの１サイクル期間中のシーク期間分に対応している。
【００４５】
　一方、第１，第２の情報信号Ａ，Ｂを時分割で記録又は記録再生して次に第１の情報信
号Ａを記録又は再生するま １サイクル分の時間と、この１サイクル期間中の合計シー
ク時間との比率は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔａ＋Ｔａｂ＋Ｔｂ＋Ｔ
ｂａ）／（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）　　　　…（５式）
である。
【００４６】
ここで、上記した（４式）の比率と、上記した（５式）の比率は等しい関係にあるので、
Ｒｐ／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）＝（Ｔａ＋Ｔａｂ＋Ｔｂ＋Ｔｂａ）／（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（６式）
となり、この（６式）を変形すると、
（Ｔａ＋Ｔｂ）＝（Ｒａ＋Ｒｂ）×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）…（７式
）
となる。この（７式）に（２式），（３式）を代入すると、
（Ｙａ＋Ｙｂ）＝Ｒｐ×（Ｒａ＋Ｒｂ）×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（８式）
となる。
【００４７】
ここで、光ディスク１３とトラック・バッファメモリ１９間の転送レートＲｐは、第１，
第２の情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲａ，Ｒｂより速い一定の転送レートＲａ，Ｒｂに設
定されている。一方、第１，第２の情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲａ，Ｒｂは、記録時に
はユーザーの設定により決定され、再生時には光ディスク１３に記録した記録状態によっ
て決定されている。更に、再生を行う光ディスク１３上のアドレス及び装置の仕様等によ
って、上記した光ピックアップ１４のシーク時間Ｔａｂ、Ｔｂａは決定されるから、この
関係を安定に満足するためには、記録又は記録再生を連続的に行うための最小の容量であ
る第１の情報信号Ａの記録容量Ｙａ及び第２の情報信号Ｂの容量Ｙｂは以下の（９式），
（１０式），（１１式）を満足しなければならない。
【００４８】
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即ち、
（Ｙａ＋Ｙｂ）≧Ｒｐ×（Ｒａ＋Ｒｂ）×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（９式）
Ｙａ≧Ｒｐ×Ｒａ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）…（１０式）
Ｙｂ≧Ｒｐ×Ｒｂ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）…（１１式）
つまり、光ピックアップ１４による転送レートＲｐと、第１，第２の情報信号Ａ，Ｂの転
送レートＲａ，Ｒｂと、光ディスク１３上の第１，第２の領域１３ａ，１３ｂ間を移動す
る光ピックアップ１４のシーク時間Ｔａｂ，Ｔｂａとを決定すると、第１，第２の情報信
号Ａ，Ｂの最小の記録単位の記録容量Ｙａ，Ｙｂ、又は、記録時間又は再生時間Ｔａ，Ｔ
ｂが上記（９式）～（１１式）を満足しない場合は、両情報信号Ａ，Ｂの記録又は記録再
生時の連続性が無くなることになる。
【００４９】
要するに、２つの情報信号Ａ，Ｂを光ディスク１３上に時分割で記録又は記録再生する際
に、Ｙａ又はＹｂに続いて記録又は再生されるべきデータの存在する位置が光ディスク１
３上でＹａ又はＹｂに続いていないで、離れた位置にあってもこれを連続的に記録又は記
録再生できることを示している。
【００５０】
また、上記（９式）～（１１式）は、２つの情報信号Ａ，Ｂの最小の記録領域の記録容量
Ｙａ，Ｙｂを決定し、トラック・バッファメモリ１９の最大のサイズを決定し、且つ、Ｅ
ＭＰＴＹ値及びＦＵＬＬ値を決定する。
【００５１】
また、トラック・バッファメモリ１９の基本的な最小の記憶容量Ｙｍは、
Ｙｍ＞（Ｔｂ＋Ｔａｂ＋Ｔｂａ）×Ｒａ＋（Ｔａ＋Ｔａｂ＋Ｔｂａ）×Ｒｂ　…（１２式
）
又は、
Ｙｍ＞Ｔａ×（Ｒｐ－Ｒａ）＋Ｔｂ×（Ｒｐ－Ｒｂ）　　　　…（１３式）
となる。
【００５２】
上記（１２式）と（１３式）は共に、上記（２式），（３式）、（１０式），
（１１式）から、
Ｙｍ＞｛（Ｒｐ－Ｒａ）×Ｒａ＋（Ｒｐ－Ｒｂ）×Ｒｂ｝×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ
－Ｒａ－Ｒｂ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（１４式）
となる。
【００５３】
従って、基本的には、第１の情報信号Ａのためのトラック・バッファメモリ１９の第１の
領域１９ａは（Ｒｐ－Ｒａ）×Ｒａ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）以上確
保してこの範囲でＥＭＰＴＹ値とＦＵＬＬ値を決定し、第２の情報信号Ｂのためのトラッ
ク・バッファメモリ１９の第２の領域１９ｂは（Ｒｐ－Ｒｂ）×Ｒｂ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ
）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）以上確保してこの範囲でＥＭＰＴＹ値とＦＵＬＬ値を決定する
。
【００５４】
しかし、これは第一にトラック・バッファメモリ１９の管理上全く余裕の無い数値であり
、第二に後述の図８，図１１に示したように理想的な２つの情報信号Ａ，Ｂが交互に連続
してタイミング切り換えする関係からの計算であり、実際には、２つの情報信号Ａ，Ｂ間
の転送レートや入出力のタイミングにより、２つの情報信号Ａ，Ｂを同時に記録又は記録
再生することが必要になるタイミングが発生するので、この時間区間では片側の情報信号
をトラック・バッファメモリ１９にて一時記憶させて吸収する必要がある。
【００５５】
従って、その場合のトラック・バッファメモリ１９の最小の記憶容量Ｙｍは、Ｙｍ＞（Ｔ
ａ＋Ｔｂ＋Ｔａｂ＋Ｔｂａ）×（Ｒａ＋Ｒｂ）　　　…（１５式）
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より一般的には、シーク時間Ｔａｂ，Ｔｂａを同一の固定時間とＴとすると、
Ｙｍ＞（Ｔａ＋Ｔｂ＋２×Ｔ）×（Ｒａ＋Ｒｂ）　　　　　　　…（１６式）
となる。このＹｍの値は、リトライ処理やショックプルーフメモリとしての機能やそれ以
外のシステム的な余裕を計算していないので、少なくともこの値以上の値を確保する必要
がある。
【００５６】
従って、第１の情報信号Ａのためのトラック・バッファメモリ１９の第１の領域１９ａは
（Ｔａ＋Ｔｂ＋２×Ｔ）×Ｒａ以上確保しこの範囲でＥＭＰＴＹ値とＦＵＬＬ値を決定し
、第２の情報信号Ｂのためのトラック・バッファメモリ１９の第２の領域１９ｂは（Ｔａ
＋Ｔｂ＋２×Ｔ）×Ｒｂ以上確保しこの範囲でＥＭＰＴＹ値とＦＵＬＬ値を決定する。
【００５７】
また、上記（１５式）と（１６式）は、上記（２式），（３式），（９式）から、
　
　
　
より一般的には、シーク時間Ｔａｂ，Ｔｂａを光ディスク１３の最内周と最外周との間を
移動するに要する同一の固定時間のＴとすると、
Ｙｍ＞２×Ｒｐ×（Ｒａ＋Ｒｂ）×Ｔ／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）　…（１８式）
となる。
【００５８】
同様に、このＹｍの値は、リトライ処理やショックプルーフ・メモリとしての機能やそれ
以外のシステム的な余裕を計算していないので、少なくともこの値以上の値を確保する必
要がある。
【００５９】
従って、第１の情報信号Ａのためのトラック・バッファメモリ１９の第１の領域１９ａは
Ｒｐ×Ｒａ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）以上確保しこの範囲でＥＭＰＴ
Ｙ値とＦＵＬＬ値を決定し、第２の情報信号Ｂのためのトラック・バッファメモリ１９の
第２の領域１９ｂはＲｐ×Ｒｂ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ－Ｒｂ）以上確保し
この範囲でＥＭＰＴＹ値とＦＵＬＬ値を決定する。
【００６０】
ここで、トラック・バッファメモリ１９は本実施例では図１の信号処理回路１８に接続さ
れている６４Ｍｂのトラック・バッファメモリ１９であるが、当然この図１のＡＶ－ＥＮ
ＤＥＣ２０に接続されている６４Ｍｂのバッファメモリ２１の一部を同様にトラック・バ
ッファメモリとして使用してもかまわない。
【００６１】
つまり、トラック・バッファメモリ１９は光ディスク１３等の情報信号記録媒体に対する
光ピックアップ１４による情報信号Ａ，Ｂへの転送レートＲｐと、映像等の圧縮伸張され
た情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲａ，Ｒｂの差を吸収するものである。しかし、本実施例
では特に図１の信号処理回路１８に接続されている６４Ｍｂのトラック・バッファメモリ
１９を例として用いて、第１の情報信号Ａと第２の情報信号Ｂとが必要とする記録容量を
、１つのトラック・バッファメモリ１９を分割して、かつ計算結果として余った領域をそ
の比率で配分して使用することにより、それぞれのトラックバッファとしての余裕度を高
めることが出来る。
【００６２】
例えば、第１の情報信号Ａの転送レートＲａを８Ｍｂｐｓとして、この第１の情報信号Ａ
に対してトラック・バッファメモリ１９の第１の領域１９ａの必要な記憶容量を３２Ｍｂ
とし、一方、第２の情報信号Ｂの転送レートＲｂを４Ｍｂｐｓとして、この第２の情報信
号Ａに対してトラック・バッファメモリ１９の第２の領域１９ｂの必要な記憶容量を１６
Ｍｂとすると、６４Ｍｂの余った領域である残りの１６Ｍｂを余らせておくのではなく、
約１０Ｍｂ対５Ｍｂで２対１に分割して、トラック・バッファメモリ１９の第１の領域１
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９ａの記憶容量を３２Ｍｂ＋１０Ｍｂ＝４２Ｍｂとし、トラック・バッファメモリ１９の
第２の領域１９ｂの記憶容量を１６Ｍｂ＋５Ｍｂ＝２１Ｍｂとすることにより、トラック
・バッファメモリ１９を有効に使用することが出来る。これによって、２つの連続的な情
報信号Ａ，Ｂを同時に処理出来る。
【００６３】
ここで光ディスク１３の場合には、前記した光ピックアップ１４によるシーク時間Ｔａｂ
，Ｔｂｃの最大許容時間Ｔｍａｘ＝（Ｔａｂ・ｍａｘ），（Ｔｂｃ・ｍａｘ）が予め規格
化されており、この最大許容時間（Ｔａｂ・ｍａｘ），（Ｔｂｃ・ｍａｘ）は共に同じ値
で例えば記録型のＤＶＤ用の光ディスク１３では１．５秒に設定されている。従って、上
記した条件を先に説明した（９式）に当てはめると、
　
　
　
　
　
　
　
　
となるものである。
【００６４】
次に、一つの光ピックアップ１４により２つの情報信号Ａ，Ｂを光ディスク１３に時分割
で記録する場合には、光ディスク１３上の第１，第２の領域内の各空き領域を知る必要が
あり、又は２つの情報信号Ａ，Ｂのうち一方を光ディスク１３から時分割で再生し他方を
光ディスク１３に時分割で記録する場合にも空き領域を知る必要がある。
【００６５】
そこで、ここでは、光ディスク１３上の管理領域１３ｃ内に記録されているデータ領域の
開始アドレスと終了アドレスの間隔から、空き領域の開始アドレスと終了アドレスを特定
し、独立した空き領域の容量を計算し、この空き領域の容量と空き領域の位置情報とを共
に記憶し、これを繰り返して全ての空き領域に対して同様に計算して記憶する。
【００６６】
この際、記録すべき情報信号の転送レートを例えば２，４，８Ｍｂｐｓの３種類の場合に
おいて、それぞれの独立した空き領域の容量が連続記録または連続記録再生が可能かを計
算によって求めている。
【００６７】
また、一つの光ピックアップ１４のシーク時間については、光ディスク１３の回転がＣＬ
Ｖ制御なので、アドレス間のアドレス差を計算し、システムコントローラ２２内のプログ
ラムＲＯＭに記憶されているシークテーブルを参照することにより、アドレス差に基づい
たトラック移動本数を求める。これに所定の係数演算をすることによって、光ピックアッ
プ１４のシーク時間を計算する。または、光ピックアップ１４のシーク時間につていは、
その装置によって所定の一定値として設定しても良いし、規格で決められた最大許容シー
ク時間として設定しても良い。
【００６８】
ここで、本発明における光ディスク１３上の第１，第２の領域１３ａ，１３ｂ内の空き領
域に記録すべき情報信号が記録可能か否かを説明する前段階として、一般的な光ディスク
の記録再生方法の場合、転送レートＲａで一つのトラック・バッファメモリに入力した一
つの情報信号Ａを一つの光ピックアップにより転送レートＲａより速い転送レートＲｐで
光ディスクに記録する時に、空き領域に記録すべき情報信号の連続性を維持するには、前
記した（９式）又は（１９式）において、情報信号Ｂに関する部分をゼロにして、
Ｙａ≧Ｒｐ×Ｒａ×（Ｔａｂ＋Ｔｂａ）／（Ｒｐ－Ｒａ）　…（２１式）
又は
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Ｙａ≧２×Ｒｐ×Ｒａ×Ｔｍａｘ／（Ｒｐ－Ｒａ）　　　　…（２２式）
を満足すればよい。
【００６９】
つまり、一つの光ピックアップによる転送レートと、一つのトラック・バッファメモリに
入力する一つの情報信号の転送レートの差に相当する容量より、シーク時間の間で一つの
情報信号の転送レートの容量が越えてはいけない。このシーク時間の要求値は変数である
入力した一つの情報信号の転送レートによって変化する。従って、実際に記録する時に一
つの情報信号の転送レートによって、記録可能領域が大きく変動することになる。
【００７０】
なお、ここで記した（２１式）又は（２２式）式は、ソフトウェアやハードウェアで作成
する際に、適宜簡略化してもかまわないし、例えばシステムコントローラ内のプログラム
ＲＯＭの中に計算結果をテーブル化して保持していてこれを参照して、結果を得てもかま
わない。
【００７１】
そして、システムコントローラは、上記の結果として、トータルの空き領域の容量とか、
トータルのそれぞれの転送レートでの記録可能な領域に対応する記録時間（または容量）
とか、トータルの空き領域内の容量に対する記録可能な空き領域内の容量の比率を計算し
て記録可能な効率などをディスプレイに例えば図４に示した如く表示してユーザーに知ら
せている。
【００７２】
一方、本発明では、トラック・バッファメモリ１９内の第１の領域１９ａに第１の転送レ
ートＲａで入力した第１の情報信号Ａと、トラック・バッファメモリ１９内の第２の領域
１９ｂに第２の転送レートＲｂで入力した第２の情報信号Ｂとを一つの光ピックアップ１
４で第１，第２の転送レートＲａ，Ｒｂより速い転送レートＲｐで光ディスク１３上の第
１，第２の領域１３ａ，１３ｂ内の各空き領域に時分割で記録する際に、一つの光ピック
アップ１４で光ディスク１３上の管理領域１３ｃに記録した第１，第２の領域１３ａ，１
３ｂのアドレスを再生して、第１，第２の情報信号Ａ，Ｂをそれぞれ記録する光ディスク
１３上の第１，第２の領域１３ａ，１３ｂ内の各空き領域を検索し、記録時に一つの光ピ
ックアップ１４とトラック・バッファメモリ１９内の第１，第２の領域１９ａ，１９ｂと
の間で時分割記録時の連続性を保った状態で第１，第２の情報信号Ａ，Ｂを光ディスク１
３上の第１，第２の領域１３ａ，１３ｂ内の各空き領域に記録可能か否かをシステムコン
トローラ２２が判断している。
【００７３】
また、本発明では、第１，第２の情報信号Ａ，Ｂのうちいずれか一方の情報信号Ａ（又は
Ｂ）を光ディスク１３の一方の領域１３ａ（又は１３ｂ）から再生する動作と、他方の情
報信号Ｂ（又はＡ）を光ディスク１３の他方の領域１３ｂ（又は１３ａ）に記録する動作
とを一つの光ピックアップ１４で時分割して記録再生する際に、一つの光ピックアップ１
４で光ディスク１３上の管理領域１３ｃに記録した第１，第２の領域１３ａ，１３ｂのア
ドレスを再生して、他方の情報信号Ｂ（又はＡ）を記録する光ディスク１３Ｂ上の他方の
領域１３ｂ（又は１３ａ）内の空き領域を検索し、記録再生時に一つの光ピックアップ１
４とトラック・バッファメモリ１９内の第１，第２の領域１９ａ，１９ｂとの間で時分割
記録再生時の連続性を保った状態で他方の情報信号Ｂ（又はＡ）を光ディスク１３上の第
２の領域１３ｂ（又は第１の領域１３ａ）内の空き領域に記録可能か否かをシステムコン
トローラ２２が判断している。
【００７４】
そして、上記した第１，第２の情報信号Ａ，Ｂの記録動作、又は、第１，第２の情報信号
Ａ，Ｂの記録再生動作のいずれの場合でも、一つの光ピックアップ１４とトラック・バッ
ファメモリ１９内の第１，第２の領域１９ａ，１９ｂとの間で時分割時の連続性を保った
めには、前記した（９式）又は（１９式）を満足しているか否かをシステムコントローラ
２２が判断した上で、空き領域に記録すべき情報信号を記録している。
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【００７５】
尚、前記した（９式）又は（１９式）の計算式は記録又は記録再生の都度、システムコン
トローラ２２にて計算してもよいが、システムコントローラ２２内のプログラムＲＯＭに
計算結果を予めテーブル化しておき、このテーブルを参照することにより結果を得るよう
にしても良い。
【００７６】
この際、前記した（９式）又は（１９式）において、例えば、光ピックアップ１４による
第１，第２の情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲｐ＝２５Ｍｂｐｓに対して、トラック・バッ
ファメモリ１９内の第１，第２の領域１９ａ，１９ｂに時分割で入出力する第１，第２の
情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲａ，Ｒｂの和がこれを越えてしまう場合は、２つの情報信
号Ａ，Ｂの記録又は記録再生が不可能であるから、これもユーザーに知らせる。この場合
、例えば、Ｒａ＝８Ｍｂｐｓの時、Ｒｂ＝１７Ｍｂｐｓとなり、前記した（９式）又は（
１９式）を満足しないので、記録不可能又は記録再生不可能を例えば図５（Ａ），（Ｂ）
に示した如く表示している。
【００７７】
ここでも、システムコントローラ２２は、上記の結果として、トータルの空き領域の容量
とか、トータルのそれぞれの転送レートでの記録可能な領域に対応する記録時間（または
容量）とか、トータルの空き領域内の容量に対する記録可能な空き領域内の容量の比率を
計算した記録可能な効率などをディスプレイ２５に例えば図５（Ａ），（Ｂ）に示した如
く表示してユーザーに知らせている。
【００７８】
図５（Ａ），（Ｂ）に示した表示例では、例えば転送レート８Ｍｂｐｓの一方の情報信号
を時分割で記録又は再生し、他方の情報信号を時分割で記録した場合の、記録時間，実効
空き容量，記録可能な効率を示した。この表示方法は、全ての転送レートの情報信号を記
録又は記録再生する場合の計算結果を示してもかまわない。しかしがら、図４に示したよ
うな１つの情報信号を記録する場合に対して、図５（Ａ），（Ｂ）に示したような２つの
情報信号を記録又は記録再生する場合には空き領域の記録時の効率が落ちる可能性がある
ので、ユーザーにこれを知らせる方が望ましい。また、上記した表示例では、記録時間や
空き容量を同時に示したが、空き容量は表示しなくても良い。また、転送レートの値を直
接表示することなく、先に説明したように転送レートの値を高画質用，やや高画質用，普
通画質用などと表示しても良く、あるいは、記録時間２時間のモード，記録時間４時間の
モード，記録時間８時間のモードなどと表示しても良い。
【００７９】
この関係を記録可能な効率として、ユーザーに知らせることにより、より効率よくユーザ
ーが転送レートを設定できることになる。
【００８０】
そして、ユーザーは、この表示情報から、それぞれの転送レートでの無駄領域なり記録可
能時間がわかるから、記録したい映像や音声情報と、空き容量と無駄領域に合わせて、ユ
ーザーがキーやリモコンを用いて転送レートを入力しどれかを選択する。転送レートを設
定しない場合は、自動的に最大の転送レート等の所定値としても良い。
【００８１】
＜２つの情報信号を時分割で記録する場合＞
図６は第１，第２の情報信号を光ディスクに時分割で記録する形態を模式的に示した図、
図７は第１，第２の情報信号を光ディスクに時分割で記録する状態を示したフローチャー
ト、
図８は第１，第２の情報信号を光ディスクに時分割で記録する状態を示したタイミングチ
ャートである。
【００８２】
図６に示した如く、第１，第２の転送レートＲａ，Ｒｂでトラック・バッファメモリ１９
の第１，第２の領域１９ａ，１９ｂにそれぞれ入力した第１，第２の情報信号Ａ，Ｂを、
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光ピックアップ１４により第１，第２の転送レートＲａ，Ｒｂより速い一定の転送レート
で光ディスク１３上の第１，第２の領域１３ａ，１３ｂに時分割で記録動作を行うもので
ある。
【００８３】
即ち、光ディスク１３は記録再生可能に形成されており、この光ディスク１３上には記録
容量Ｙａを有する第１の情報信号Ａを記録するための第１の領域１３ａと、記録容量Ｙｂ
を有する第２の情報信号Ｂを記録するための第２の領域１３ｂとが予め用意されていると
共に、光ディスク１３上には第１，第２の領域１３ａ，１３ｂの開始アドレス，終了アド
レスを記録した管理領域１３ｃが設けられている。
【００８４】
また、光ディスク１３の記録時に、ＡＶ－ＥＮＤＥＣ２０内のＭＰＥＧエンコーダは、第
１，第２の情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲａ，Ｒｂをユーザーが指定する記録モード（高
画質用の転送レート８Ｍｂｐｓ，やや高画質用の転送レート４Ｍｂｐｓ，普通画質用の転
送レート２Ｍｂｐｓ）により設定可能になっており、記録すべき第１，第２の情報信号Ａ
，ＢをＡＶ－ＥＮＤＥＣ２０から信号処理回路２０（図１）に接続した６４Ｍｂのトラッ
ク・バッファメモリ１９の第１，第２の領域１９ａ，１９ｂに一時的に記憶させ、この時
は光ピックアップ１４は待機状態として所定の記録すべき光ディスク１３上のトラックで
キック待ちの状態としている。そして、トラック・バッファメモリ１９の各領域１９ａ，
１９ｂ内の残量の制御を行いながら、トラック・バッファメモリ１９の各領域１９ａ，１
９ｂの容量がＦＵＬＬ値になったら、光ディスク１３への記録時にエラー訂正コード、ア
ドレスやシンク信号を加えて訂正単位のトラック・バッファメモリ１９の第１の領域１９
ａに記憶した第１の情報信号Ａと、トラック・バッファメモリ１９の第２の領域１９ｂに
記憶した第２の情報信号Ｂとを時分割で交互に読み出して、光ピックアップ１４により転
送レートＲａ，Ｒｂより速い一定の転送レートＲｐで読み出した第１の情報信号Ａを光デ
ィスク１３上の第１の領域１３ａに、第２の情報信号Ｂを光ディスク１３上の第２の領域
１３ｂに時分割でそれぞれ交互に記録している。これを繰り返して、連続的な記録を行っ
ている。
【００８５】
ここで、図７及び図８を用いて２つの情報信号Ａ，Ｂを時分割で記録する動作について説
明する。尚、図８では、第１，第２の情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲａ，Ｒｂは図示の都
合上同一の転送レートで図示しているが、両者が異なる場合でも同じ傾向を示すものであ
る。
【００８６】
まず、ステップＳ５１では、記録のフローを開始する。
【００８７】
次に、ステップＳ５２では、光ピックアップ１４が光ディスク１３上の管理領域１３ｃを
再生する。
【００８８】
次に、ステップＳ５３では、光ピックアップ１４が光ディスク１３上の管理領域１３ｃを
再生した時に、光ディスク１３上の第１，第２の領域内の各空き領域を管理領域１３ｃか
らのアドレス情報によって検索する。そして、光ディスク１３上の第１，第２の領域内の
各空き領域を検索した後に、システムコントローラ２２は、光ディスク１３上の第１，第
２の領域内の各空き領域に第１，第２の情報信号Ａ，Ｂを時分割で記録可能か否かを先に
説明した（９式）又は（１９式）によって判断し、この結果を先に図５（Ａ）で説明した
ようにディスプレイ２５（図１）に表示すると共に、記録可能な場合には次のステップＳ
５４に進む。
【００８９】
次に、ステップＳ５４では、光ピックアップ１４が光ディスク１３上で記録したい場所と
なる第１の領域１３ａ中で１番目のアドレス領域Ａ１（目的位置）に至ったか否かを確認
する。ここで、アドレス領域Ａ１（目的位置）に至っていない場合はこのステップＳ５４
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を更に続行し、アドレス領域Ａ１（目的位置）に至った場合は次のステップＳ５５に進む
。
【００９０】
次に、ステップＳ５５では、ＡＶ－ＥＮＤＥＣ２０側から転送レートＲａで送られた第１
の情報信号Ａをトラック・バッファメモリ１９の第１の領域１９ａに一時的に記憶させる
。この際、システムコントローラ２２（図１）は、トラック・バッファメモリ１９内の第
１の領域１９ａのＥＭＰＴＹ値とＦＵＬＬ値とを常に監視しており、第１の情報信号Ａが
ＦＵＬＬ値に至るまで転送レートＲａで記憶される。
【００９１】
次に、ステップＳ５６では、トラック・バッファメモリ１９内の第１の領域１９ａに記憶
した第１の情報信号ＡがＦＵＬＬ値に至ったか否かを問い、ＦＵＬＬ値に至っていない場
合にはステップＳ５５に戻り、一方、ＦＵＬＬ値に至った場合には次のステップＳ５７に
進む。
【００９２】
次に、ステップＳ５７では、第１の情報信号ＡがＦＵＬＬ値になったら第１の情報信号Ａ
が一定の転送レートＲｐで光ピックアップ１４側に読み出されるので、図８に示したよう
にＦＵＬＬ値とＥＭＰＴＹ値との間では第１の情報信号Ａが差分（Ｒｐ－Ｒａ）の傾斜で
減少しながら第１の情報信号Ａが光ピックアップ１４によって一定の転送レートＲｐで光
ディスク１３上の第１の領域１３ａに記録される。
【００９３】
次に、ステップＳ５８では、トラック・バッファメモリ１９内の第１の領域１９ａに記憶
された第１の情報信号ＡがＥＭＰＴＹ値に至ったか否かを問い、ＥＭＰＴＹ値に至ってい
ない場合にはステップＳ５７に戻り、一方、ＥＭＰＴＹ値に至った場合には次のステップ
Ｓ５９に進む。
【００９４】
次に、ステップＳ５９では、トラック・バッファメモリ１９内の第１の領域１９ａに記憶
された第１の情報信号ＡがＥＭＰＴＹ値に至ったので、光ピックアップ１４は光ディスク
１３上の第１の領域１３ａ中で１番目のアドレス領域Ａ１での記録を中止する。ここで、
第１の情報信号Ａの記録が中止された段階から、トラック・バッファメモリ１９内の第１
の領域１９ａに第１の情報信号ＡがＡＶ－ＥＮＤＥＣ２０側から転送レートＲａで引き続
き送られるが、この書き込み動作は図８から明らかなようにＦＵＬＬ値に至るまでの期間
が第１の領域１３ａ中で２番目のアドレス領域Ａ２を記録開始する前までに終了すれば良
い。
【００９５】
次に、ステップＳ６０では、光ピックアップ１４が次に第２の情報信号Ｂを記録するため
に光ディスク１３上の第２の領域１３ｂ中で１番目のアドレス領域Ｂ１に移動する。この
際、光ピックアップ１４が光ディスク１３上の第１の領域１３ａ中で１番目のアドレス領
域Ａ１から第２の領域１３ｂ中で１番目のアドレス領域Ｂ１に移動するシーク時間Ｔａｂ
は最大で１．５秒以内である。
【００９６】
次に、ステップＳ６１では、光ピックアップ１４が光ディスク１３上の第２の領域１３ｂ
のアドレス領域Ｂ１（目的位置）に至ったか否かを確認する。ここで、アドレス領域Ｂ１
（目的位置）に至っていない場合はこのステップＳ６１を更に続行し、アドレス領域Ｂ１
（目的位置）に至った場合は次のステップＳ６２に進む。
【００９７】
次に、ステップＳ６２では、ＡＶ－ＥＮＤＥＣ２０側から転送レートＲｂで送られた第２
の情報信号Ｂがトラック・バッファメモリ１９の第２の領域１９ｂにＦＵＬＬ値に至るま
で転送レートＲｂで一時的に記憶される。
【００９８】
次に、ステップＳ６３では、トラック・バッファメモリ１９内の第２の領域１９ｂに記憶
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した第２の情報信号ＢがＦＵＬＬ値に至ったか否かを問い、ＦＵＬＬ値に至っていない場
合にはステップＳ６２に戻り、一方、ＦＵＬＬ値に至った場合には次のステップＳ６４に
進む。
【００９９】
次に、ステップＳ６４では、第２の情報信号ＢがＦＵＬＬ値になったら第２の情報信号Ｂ
が一定の転送レートＲｐで光ピックアップ１４側に読み出されるので、図８に示したよう
にＦＵＬＬ値とＥＭＰＴＹ値との間では第２の情報信号Ｂが差分（Ｒｐ－Ｒｂ）の傾斜で
減少しながら第２の情報信号Ｂが光ピックアップ１４によって一定の転送レートＲｐで光
ディスク１３上の第２の領域１３ｂに記録される。
【０１００】
次に、ステップＳ６５では、トラック・バッファメモリ１９内の第２の領域１９ｂに記憶
された第２の情報信号ＢがＥＭＰＴＹ値に至ったか否かを問い、ＥＭＰＴＹ値に至ってい
ない場合にはステップＳ６４に戻り、一方、ＥＭＰＴＹ値に至った場合には次のステップ
Ｓ６６に進む。
【０１０１】
次に、ステップＳ６６では、トラック・バッファメモリ１９内の第２の領域１９ｂに記憶
された第２の情報信号ＢがＥＭＰＴＹ値に至ったので、光ピックアップ１４は光ディスク
１３上の第２の領域１３ｂのアドレス領域Ｂ１での記録を中止する。ここで、第２の情報
信号Ｂの記録が中止された段階から、トラック・バッファメモリ１９内の第２の領域１９
ｂに第２の情報信号ＢがＡＶ－ＥＮＤＥＣ２０側から引き続き送られるが、この書き込み
動作は図８から明らかなようにＦＵＬＬ値に至るまでの期間が第２の領域１３ｂ中で２番
目のアドレス領域Ｂ２を記録開始する前までに終了すれば良い。
【０１０２】
次に、ステップＳ６７では、光ピックアップ１４が次に第１の情報信号Ａを記録するため
に光ディスク１３上の第１の領域１３ａ中で２番目のアドレス領域Ａ２に移動する。この
際、光ピックアップ１４が光ディスク１３上の第２の領域１３ｂ中で１番目のアドレス領
域Ｂ１から第１の領域１３ａ中で２番目のアドレス領域Ａ２に移動するシーク時間Ｔｂａ
は最大で１．５秒以内である。
【０１０３】
そして、光ピックアップ１４が光ディスク１３上の第１の領域１３ａ中で２番目の領域Ａ
２に至ったらステップＳ５４に戻り以下同様に繰り返せば、光ピックアップ１４によって
第１，第２の情報信号Ａ，Ｂをアドレス領域Ａ１，Ｂ１，Ａ２，Ｂ２，Ａ３，Ｂ３，……
の順に時分割で交互に連続して記録できる。この際、光ディスク１３上の第１，第２の領
域１３ａ，１３ｂ内の空き領域に記録した第１，第２の情報信号Ａ，Ｂのアドレス情報を
記録終了後に管理領域１３ｃに記録している。
【０１０４】
尚、光ピックアップ１４による記録を全部中止するフローは、ステップ５９の後、又は、
ステップ６６の後で問い合わせれば良いが動作が複雑になるので、ここでは省略している
。
【０１０５】
また、上記した２つの情報信号Ａ，Ｂの時分割記録のフローにおいて、トラック・バッフ
ァメモリ１９は最初の１回目のサイクルで空状態からＦＵＬＬ値に至るが、２回目以降の
サイクルではＥＭＰＴＹ値とＦＵＬＬ値の間で記録容量Ｙａを有する第１の情報信号Ａと
記録容量Ｙｂを有する第２の情報信号Ｂを記憶することになる。
【０１０６】
上記した２つの情報信号Ａ，Ｂの時分割記録のフローでは、一つの光ピックアップ１４を
介して光ディスク１３とトラック・バッファメモリ１９との間で時分割記録時の連続性を
保っために、先に説明した（９式）又は（１９式）を満たすものであり、ここでの詳述を
省略する。
【０１０７】
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＜２つの情報信号を時分割で記録再生する場合＞
図９は第１，第２の情報信号を光ディスクに時分割で記録再生する形態を模式的に示した
図、
図１０は第１，第２の情報信号を光ディスクに時分割で記録再生する状態を示したフロー
チャート、
図１１は第１，第２の情報信号を光ディスクに時分割で記録再生する状態を示したタイミ
ングチャートである。
【０１０８】
図９に示した如く、第１，第２の転送レートＲａ，Ｒｂを有する第１，第２の情報信号Ａ
，Ｂのうちでいずれか一方の情報信号Ａ（Ｂ）を光ディスク１３上の一方の領域１３ａ（
１３ｂ）から光ピックアップ１４により時分割で再生して第１，第２の転送レートＲａ，
Ｒｂより速い一定の転送レートＲｐでトラック・バッファメモリ１９の一方の領域１９ａ
，（１９ｂ）に記憶させ、他方の情報信号Ｂ（Ａ）をトラック・バッファメモリ１９の他
方の領域１９ｂ，（１９ａ）から光ピックアップ１４により一定の転送レートＲｐで読み
出して光ディスク１３上の他方の領域１３ｂ（１３ａ）に時分割で記録している。
【０１０９】
ここで、図１０及び図１１を用いて２つの情報信号Ａ，Ｂを時分割で記録再生する動作に
ついて説明する。尚、図１０では、第１，第２の情報信号Ａ，Ｂの転送レートＲａ，Ｒｂ
は図示の都合上同一の転送レートで図示しているが、両者が異なる場合でも同じ傾向を示
すものである。
【０１１０】
まず、ステップＳ７１では、記録再生のフローを開始する。
【０１１１】
次に、ステップＳ７２では、光ピックアップ１４が光ディスク１３上の管理領域１３ｃを
再生する。
【０１１２】
次に、ステップＳ７３では、光ピックアップ１４が光ディスク１３上の管理領域１３ｃを
再生した時に、この管理領域１３ｃから第１の領域に予め記録されている第１の情報信号
Ａに関する再生情報と位置情報とを取得すると共に、第２の領域内の空き領域を管理領域
１３ｃからのアドレス情報によって検索する。そして、光ディスク１３上の第２の領域内
の空き領域を検索した後に、システムコントローラ２２は、光ディスク１３上の第２の領
域内の空き領域に第２の情報信号Ｂを時分割で記録可能か否かを先に説明した（９式）又
は（１９式）によって判断し、この結果を先に図５（Ｂ）で説明したようにディスプレイ
２５に表示すると共に、記録可能な場合に次のステップＳ７４に進む。
【０１１３】
次に、ステップＳ７４では、光ピックアップ１４が光ディスク１３上で再生したい場所と
なる第１の領域１３ａ中で１番目のアドレス領域Ａ１（目的位置）に至ったか否かを確認
する。ここで、アドレス領域Ａ１（目的位置）に至っていない場合はこのステップＳ７４
を更に続行し、アドレス領域Ａ１（目的位置）に至った場合は次のステップＳ７５に進む
。
【０１１４】
次に、ステップＳ７５では、光ピックアップ１４が第１の領域１３ａ中で１番目のアドレ
ス領域Ａ１から再生を開始して第１の情報信号Ａを転送レートＲｐでトラック・バッファ
メモリ１９内の第１の領域１９ａに一時的に記憶させる。この際、システムコントローラ
２２（図１）は、トラック・バッファメモリ１９内の第１の領域１９ａのＥＭＰＴＹ値と
ＦＵＬＬ値とを常に監視しており、最初の１回目のサイクルだけ第１の情報信号ＡがＥＭ
ＰＴＹ値に至るまで転送レートＲｐで記憶される。
【０１１５】
次に、ステップＳ７６では、トラック・バッファメモリ１９内の第１の領域１９ａに記憶
した第１の情報信号ＡがＥＭＰＴＹ値に至ったか否かを問い、ＥＭＰＴＹ値に至っていな
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い場合にはステップＳ７５に戻り、一方、ＥＭＰＴＹ値に至った場合には次のステップＳ
７７に進む。
【０１１６】
次に、ステップＳ７７では、第１の情報信号ＡがＥＭＰＴＹ値を越えたら第１の情報信号
Ａが転送レートＲａでＡＶ－ＥＮＤＥＣ２０（図１）側に読み出されるので、図１１に示
したようにＥＭＰＴＹ値とＦＵＬＬ値との間では第１の情報信号Ａがトラック・バッファ
メモリ１９の第１の領域１９ａに書き込まれる転送レートＲｐと、第１の情報信号Ａが第
１の領域１９ａからＡＶ－ＥＮＤＥＣ２０側に読み出される転送レートＲａの差分（Ｒｐ
－Ｒａ）の傾斜で増加しながら第１の情報信号Ａが第１の領域１９ａに一時的に記憶され
る。
【０１１７】
次に、ステップＳ７８では、トラック・バッファメモリ１９内の第１の領域１９ａに記憶
された第１の情報信号ＡがＦＵＬＬ値に至ったか否かを問い、ＦＵＬＬ値に至っていない
場合にはステップＳ７７に戻り、一方、ＦＵＬＬ値に至った場合には次のステップＳ７９
に進む。
【０１１８】
次に、ステップＳ７９では、トラック・バッファメモリ１９内の第１の領域１９ａに記憶
された第１の情報信号ＡがＦＵＬＬ値に至ったので、光ピックアップ１４は光ディスク１
３上の第１の領域１３ａ中で１番目のアドレス領域Ａ１での再生を中止する。ここで、第
１の情報信号Ａの再生が中止された段階から、トラック・バッファメモリ１９内の第１の
領域１９ａに記憶された第１の情報信号ＡがＡＶ－ＥＮＤＥＣ２０側に転送レートＲａで
引き続き読み出されるが、この読み出し動作は図１１から明らかなようにＥＭＰＴＹ値に
至るまでの期間が第１の領域１３ａ中で２番目のアドレス領域Ａ２を再生開始する前まで
に終了すれば良い。
【０１１９】
次に、ステップＳ８０では、光ピックアップ１４が次に第２の情報信号Ｂを記録するため
に光ディスク１３上の第２の領域１３ｂ中で１番目のアドレス領域Ｂ１に移動する。この
際、光ピックアップ１４が光ディスク１３上の第１の領域１３ａ中で１番目のアドレス領
域Ａ１から第２の領域１３ｂ中で１番目のアドレス領域Ｂ１に移動するシーク時間Ｔａｂ
は最大で１．５秒以内である。
【０１２０】
次に、ステップＳ８１では、光ピックアップ１４が光ディスク１３上の第２の領域１３ｂ
のアドレス領域Ｂ１（目的位置）に至ったか否かを確認する。ここで、アドレス領域Ｂ１
（目的位置）に至っていない場合はこのステップＳ８１を更に続行し、アドレス領域Ｂ１
（目的位置）に至った場合は次のステップＳ８２に進む。
【０１２１】
次に、ステップＳ８２では、ＡＶ－ＥＮＤＥＣ２０側から転送レートＲｂで送られた第２
の情報信号Ｂがトラック・バッファメモリ１９の第２の領域１９ｂにＦＵＬＬ値に至るま
で転送レートＲｂで一時的に記憶される。
【０１２２】
次に、ステップＳ８３では、トラック・バッファメモリ１９内の第２の領域１９ｂに記憶
した第２の情報信号ＢがＦＵＬＬ値に至ったか否かを問い、ＦＵＬＬ値に至っていない場
合にはステップＳ８２に戻り、一方、ＦＵＬＬ値に至った場合には次のステップＳ８４に
進む。
【０１２３】
次に、ステップＳ８４では、第２の情報信号ＢがＦＵＬＬ値になったら第２の情報信号Ｂ
が一定の転送レートＲｐで光ピックアップ１４側に読み出されるので、図１１に示したよ
うにＦＵＬＬ値とＥＭＰＴＹ値との間では第２の情報信号Ｂが差分（Ｒｐ－Ｒｂ）の傾斜
で減少しながら第２の情報信号Ｂが光ピックアップ１４によって一定の転送レートＲｐで
光ディスク１３上の第２の領域１３ｂに記録される。
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【０１２４】
次に、ステップＳ８５では、トラック・バッファメモリ１９内の第２の領域１９ｂに記憶
された第２の情報信号ＢがＥＭＰＴＹ値に至ったか否かを問い、ＥＭＰＴＹ値に至ってい
ない場合にはステップＳ８４に戻り、一方、ＥＭＰＴＹ値に至った場合には次のステップ
Ｓ８６に進む。
【０１２５】
次に、ステップＳ８６では、トラック・バッファメモリ１９内の第２の領域１９ｂに記憶
された第２の情報信号ＢがＥＭＰＴＹ値に至ったので、光ピックアップ１４は光ディスク
１３上の第２の領域１３ｂのアドレス領域Ｂ１での記録を中止する。ここで、第２の情報
信号Ｂの記録が中止された段階から、トラック・バッファメモリ１９内の第２の領域１９
ｂに第２の情報信号ＢがＡＶ－ＥＮＤＥＣ２０側から引き続き送られるが、この書き込み
動作は図１１から明らかなようにＦＵＬＬ値に至るまでの期間が第２の領域１３ｂ中で２
番目のアドレス領域Ｂ２を記録開始する前までに終了すれば良い。
【０１２６】
次に、ステップＳ８７では、光ピックアップ１４が次に第１の情報信号Ａを再生するため
に光ディスク１３上の第１の領域１３ａ中で２番目のアドレス領域Ａ２に移動する。この
際、光ピックアップ１４が光ディスク１３上の第２の領域１３ｂ中で１番目のアドレス領
域Ｂ１から第１の領域１３ａ中で２番目のアドレス領域Ａ２に移動するシーク時間Ｔｂａ
は最大で１．５秒以内である。
【０１２７】
そして、光ピックアップ１４が光ディスク１３上の第１の領域１３ａ中で２番目の領域Ａ
２に至ったらステップＳ７４に戻り以下同様に繰り返せば、光ピックアップ１４によって
第１，第２の情報信号Ａ，Ｂをアドレス領域Ａ１，Ｂ１，Ａ２，Ｂ２，Ａ３，Ｂ３，……
の順に時分割で交互に連続して記録再生できる。この際、光ディスク１３上の第２の領域
１３ｂ内の空き領域に記録した第２の情報信号Ｂのアドレス情報を記録終了後に管理領域
１３ｃに記録している。
【０１２８】
尚、光ピックアップ１４による記録再生を全部中止するフローは、ステップ７９の後、又
は、ステップ８６の後で問い合わせれば良いが動作が複雑になるので、ここでは省略して
いる。
【０１２９】
また、上記した２つの情報信号の時分割記録再生のフローにおいて、トラック・バッファ
メモリ１９の第２の領域１９ｂは最初の１回目のサイクルで空状態からＦＵＬＬ値に至る
が、２回目以降のサイクルではＥＭＰＴＹ値とＦＵＬＬ値の間で記録容量Ｙｂを有する第
２の情報信号Ｂを記憶することになる。
【０１３０】
上記した２つの情報信号Ａ，Ｂの時分割記録再生のフローでは、一つの光ピックアップ１
４を介して光ディスク１３とトラック・バッファメモリ１９との間で時分割記録再生時の
連続性を保っために、先に説明した（９式）又は（１９式）を満たすものであり、ここで
の詳述を省略する。
【０１３１】
尚、本実施例では、光ディスク１３を中心に説明しているが、例えば磁気ディスク装置の
ように複数のディスクと複数のヘッドを持ちこれを交互に切り換えながら、記録再生を行
う装置にも適用でき、また、ディスクは螺旋状の連続的なトラックを想定しているが、同
様に磁気ディスク装置のように複数の同心円状のトラックからなる場合も適用出来る。こ
の場合は、連続的な記録再生においてトラックのキック動作が入るが、この動作もシーク
時間として考えれば同様に適応可能である。また、記録再生の手順や、表示の内容ついて
は一実施例に過ぎずこの範囲に限定されるものではない。
【０１３２】
また、ここで情報信号の転送レートとは、ビデオやオーディオ等の連続的な情報信号を中
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心に説明しているが、所定の時間の中で処理されなければ意味をなさないコンピュータデ
ータ等は、連続的なデータに属するし、一般的には時間軸上で画質等により刻々と変化す
る可変転送レートや固定転送レートを含んでいる。
【０１３３】
【発明の効果】
　　以上詳述したように本発明に ２つの情報信号を情報信号記録媒体に時分割記
録時の連続性を保って良好に記録 できる。
【０１３５】
　更に ーザの使い勝ってが良くなり、また、ユーザは記録した情報信号の転送レート
を所望の値に設定できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る情報信号記録再生装置の全体構成を説明するためのブロック図であ
る。
【図２】本発明に係る情報信号記録再生装置において、光ディスク上の第１，第２の領域
と、トラック・バッファメモリ内の第１，第２の領域との間で、第１，第２の情報信号を
一つの光ピックアップにより時分割で記録又は記録再生する状態を模式的に示した図であ
る。
【図３】光ディスク上で第１，第２の領域（データ領域）のアドレスと、管理領域のアド
レスとを示した図である。
【図４】１つの情報信号を光ディスクに記録する際に光ディスク上での空き領域の状態を
ディスプレイに表示した状態を示した図である。
【図５】（Ａ），（Ｂ）は２つの情報信号を光ディスクに時分割で記録、又は、記録再生
する際に光ディスク上での空き領域の状態をディスプレイに表示した状態を示した図であ
る。
【図６】第１，第２の情報信号を光ディスクに時分割で記録する形態を模式的に示した図
である。
【図７】第１，第２の情報信号を光ディスクに時分割で記録する状態を示したフローチャ
ートである。
【図８】第１，第２の情報信号を光ディスクに時分割で記録する状態を示したタイミング
チャートである。
【図９】第１，第２の情報信号を光ディスクに時分割で記録再生する形態を模式的に示し
た図である。
【図１０】第１，第２の情報信号を光ディスクに時分割で記録再生する状態を示したフロ
ーチャートである。
【図１１】第１，第２の情報信号を光ディスクに時分割で記録再生する状態を示したタイ
ミングチャートである。
【符号の説明】
１０…情報信号記録再生装置、
１３…情報信号記録媒体（光ディスク）、
１３ａ…第１の領域、１３ｂ…第１の領域、１３ｃ…管理領域、
１４…ヘッド（光ピックアップ）、
１９…トラック・バッファメモリ、
１９ａ…第１のバッファメモリ（第１の領域）、
１９ｂ…第２のバッファメモリ（第２の領域）、
２０…オーディオ・ビデオ／エンコーダ・デコーダ（ＡＶ－ＥＮＤＥＣ）。

10

20

30

40

(25) JP 3747711 B2 2006.2.22

よれば、
または記録再生することが

、ユ



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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